
2020 年度土木学会関西支部地域活動賞 応募用紙 

提出 令和２年 ９月 １７日 

ふりがな 
はんしんあわじだいしんさいのけいけんのでんしょうとぼうさいけいはつ

ひさいちしえんかつどう 

授賞対象となる活動名称 阪神・淡路大震災の経験の伝承と防災啓発・被災地支援活動 

活動実施者名または団体名 神戸防災技術者の会（K-TEC） 

主な活動地（府県･市町村） 兵庫県神戸市 

活動内容、活動実績および特筆すべき事項等 

1. 活動の内容 

阪神・淡路大震災から 10 年目を迎え復旧・復興が一段落した平成 16 年に、震災時神戸市長で

あった笹山幸俊氏の発案により、神戸防災技術者の会（K-TEC）を設立することとなった。神戸市

職員と OBが震災の経験と復旧・復興のノウハウを伝承するとともに、防災啓発や被災地支援活動

を行うために集まった任意団体である。関西地域は活断層が密集し今後も直下型地震の発生が心

配される地域であるとともに、近い将来南海トラフ地震が発生する可能性が高く、大規模災害へ

の備えが極めて重要であると考え、その活動を継続させてきたものである。 

具体的には、大学や小・中・高等学校などの学校関係をはじめ、地域の自主防災組織からの要

請に応じて講師を派遣し、震災の経験や防災の重要性などについて講演を行っている。神戸市の

若手職員研修や JICA 研修等への協力も行っている。また関西地域を中心に全国の自治体の職員研

修や地域防災計画見直しなどに際し、阪神・淡路大震災や水害の体験を語ると共に、自然災害か

ら住民を守るための備えの大切さを伝えている。 

更には、全国の中・高等学校の修学旅行生に対し、震災の遺構等を巡る街歩きやゲーム形式で

の災害の疑似体験など「神戸で学ぶ防災学習」を展開し、関西圏に修学旅行生を招致することに

も貢献している。 

また過去の経験やノウハウを伝承するだけではなく、新たな知見を基に今後の関西での大災害

に備えた活動ができるよう、毎月講師を招いて定例会を開催し、情報収集や意見交換等を行い、

自らのレベルアップにも努めている。 

 

2. 活動実績 

① 自治体・学校（大学、小・中・高校）等への伝承・防災啓発活動 

・平成 30年度：36 団体 延べ 60回 約 3,900 人に伝承 

・令和元年度 ：30 団体  延べ 51 回 約 3,700 人に伝承 

・総合計(平成 16 年度～令和元年度)：397 団体 819 回 約 50,700 人に対し活動を実施  

・上記には、修学旅行生の防災学習を含む他、過去に土砂災害があった場所の被災痕跡を巡り

治山の歴史を学ぶイベント「布引の災害史を歩く」等、幅広い活動が含まれている。 

 

② 東日本大震災の被災者・被災自治体への支援活動 

東日本大震災後、平成 15 年に被災自治体職員を神戸に招き、4 泊 5 日のセミナーを実施。

平成 16 年にも合計 3回のセミナーを継続実施。区画整理事業の実務的なノウハウや住民説明

等の経験など、神戸の復旧・復興過程で上手くいったこと、上手くいかなかったことなどを

体験に基づき具体的に伝え、参加者からは、復旧・復興のイメージができたとの評価や復旧・



復興事業の早期着手につながったとの感謝の言葉をいただいた。その後も被災地との交流を

継続し、昨年第 5 回の交流会を開催、その後の復興事業の進捗等に関するアドバイス・意見

交換等を続けている。こうした活動によって得られた知見は、今後の関西での大規模災害時

にも大いに活かされるものと考えている。また、彼らからは南海トラフ巨大地震等関西で大

規模な災害が発生した時は、いち早く支援に駆け付けると心強い言葉もいただいている。 

 

③ 定例会での防災学習（外部講師等を招いての講演会等実施） 

・毎月第 2火曜日 18:15～21:00 に開催 会員 20～40 名程度が参加 

  ＊令和 2年 4月現在の会員数は 139名（現職：94 名 OB：45 名） 

・平成 16年 7 月設立以来、新型コロナ禍以外休止せず、令和 2年 8 月に第 192 回目を開催 

    ・令和元年度の定例会の講演内容（分類して一部を紹介） 

     １）阪神・淡路大震災直後の対応の再整理・・・「避難所や仮設住宅（中央区の事例を主

に）」「阪神・淡路大震災における神戸経済：震災時対応と復興対策」など 

２）他都市、海外の被災地の事例研究・・・「倉敷市真備町の豪雨災害現地調査の報告」

「東日本大震災被災地調査の報告」「神戸と台湾集集地震被災地の交流会」など 

３）防災に関する知識・情報の収集・・・「地域と災害～地域づくりの基礎知識」「最近の

気象現象の傾向と防災気象情報」など  

④ 図書の発刊 

・「伝承 阪神・淡路大震災 ～われわれが学んだこと～」 

・「東日本大震災 被災地レポート ～視た・聴いた・学んだ～」 

・「東日本大震災被災地調査・交流 記録誌」  ・「熊本地震現地調査 記録誌」 

・「復興まちづくりセミナーin 神戸 報告書」 ・「震災復興交流神戸セミナー 報告書」等 

 

3. 特筆すべき事項 

① 被災自治体職員の責務としての伝承活動 

未曾有の大災害を経験し、その復旧・復興活動に携わった自治体職員として、その経験等

を後世に語り継ぐ責務があると感じる職員・OBによる活動である。 

 

② 幅広い専門分野の会員の集まり（発足時は笹山氏をはじめ土木学会員がリーダーとなり結成） 

発足当初は土木、建築、造園の集まりだったが、活動を継続するうちに事務、消防、保健、

設備も含めた幅広い分野の職員が集まるようになった。また、実際に東日本大震災や熊本地

震等の被災地支援に派遣された職員なども参加しており、阪神・淡路大震災だけではなく、

その後の我が国での大災害全般を踏まえた幅広い知識・ノウハウの伝承ができる団体に成長

してきている。 

 

③ 震災の遺構や被災部保存施設等を活用した神戸での防災学習 

    街歩きによる防災学習は、被災者鎮魂のモニュメントや橋梁・港湾等の土木構造物に関する

被災部保存施設等を実際に見て、地震の怖さ・破壊力のすごさ等を実感できるため、分かりや

すく印象に残る防災学習となっている。 

 

④ 明治以降の街づくりにおける土木技術者のたゆまぬ努力を説明 

    明治以降の神戸の発展、具体的には旧外国人居留地の建設、生田川の付け替え、六甲山の治

山・治水、神戸港や人工島の築造等、神戸の街の建設の歴史についても紹介している。単に震

災のことを学ぶだけでなく、明治以降脈々と続いてきた先輩土木技術者たちの街づくりの努

力、戦災や震災を乗り越え復興を成し遂げてきた不屈の精神についても感じ取ってもらえるよ

う心掛けている。   



添付資料 1-1：活動状況写真① 

 

 JICA 研修 

 神戸市職員研修（係長級） 

他都市職員研修（和歌山県海南市：職員研修と地域防災計画見直し支援） 



添付資料 1-2：活動状況写真② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 修学旅行生と震災遺構巡り（1.17 希望の灯り、神戸港震災メモリアルパーク） 

修学旅行生の座学（阪神・淡路大震災の説明） 

 修学旅行生の街歩きガイド（出発前の説明） 



添付資料 1-3：活動状況写真③ 

 

 

 

 

  

中学生・高等学校生に対する防災学習支援（防災学習ゲーム：クロスロード） 

地域の防災セミナー 

震災技術展におけるシンポジウム（神戸防災技術者の会主催） 



添付資料 1-4：活動状況写真④ 

  

第1回復興まちづくりセミナー in 神戸 ～東日本大震災被災自治体職員と共に学ぶ～ 

他都市職員研修（東京都八王子市） 建設業協会研修（長野県松本市） 

東日本大震災被災地自治体職員との「ふっこう交流会」：気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館会議室 



添付資料 1-5：活動状況写真⑤ 

  

定例会（毎月第 2火曜日に開催） 

土砂災害と治山の歴史を学ぶイベント 

～講演会の後、現地（布引・市ケ原）の被災痕跡を巡る参加者～ 



添付資料 2-1：発刊図書（表紙と目次）①  



添付資料 2-2：発刊図書（表紙と目次）② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



添付資料 3：パンフレット 

 


